
  

  

  

 

 

 

                令和８年６月号 文責：大達高弘 

６月５日（金）、１年生が、【がっこうのひとと おはなししよう】

という生活科の学習で、校長室を訪ねてきました。３～４名ずつの

グループにわかれ、探検バッグを首から下げて、にこにこ笑顔で来

てくれました。校長室を訪ねてきてくれた大切なお客様ですので、

ソファーに座ってもらいました。１年生は、初めて座る校長室のソ

ファーに大喜び。「気持ちがいい」「ずっと座っていたい」「寝ても

いいですか」と興奮気味でした。 

インタビューでは、【校長先生のお仕事】について質問がありま

した。私は、子どもたちが【校長】という存在をどんな風に感じて

いて、どう思っているのかを知りたかったので、答えを言う前に、

逆に【校長先生はどんなお仕事をしていると思う？】と尋ねてみま

した。１年生の答えを紹介します。 

 

○パソコンで何かをつくっている（手紙とか） 

  ○周布小学校をきれいにしている（掃除） 

○お客さんの相手をする 

○先生たちに何をするかを伝える、先生たちを教えている 

○教頭先生のお手伝いをしている 

○子どもとジャンケンをする 

○みんなの前であいさつ・話をする 

○賞状を渡したりする 

○朝、挨拶をして、グータッチをする 

○みんなを見てる 

 

おもしろいですよね。私がしていることをよく見ているからこ

その答えだと感じます。ジャンケンやグータッチは私の趣味のよ

うなものですが、１年生にとっては、お仕事としてやっているよう

に感じられるのですね。教頭先生のお手伝いをしているという答

えには、思わず吹き出してしまいましたが、今後もしっかりとお手

伝いをしていきたいと思います。 

子どもは大人の姿を見ています。これは昔からよく言われるこ

とですが、脳の仕組みや心理学の観点からも、子どもが大人の姿か

ら強い影響を受けていることは証明されています。とするならば、

私たちは、大人として、自分の立ち振る舞いや言動を意識する必要

がありそうです。スパークフルな周布小学校を目指して、【挑戦】

【協働】【創造】を子どもたちにお願いしている以上、私自身がそ

うしている姿を示していかなければならないと考えます。 

インタビューの【校長先生のお仕事】に対する私の答えは、【み

んながこの周布小学校を好きで、明日も来たいと思ってくれるよ

うな学校をつくること】でした。すると、一人の男の子がこう言い

ました。「ぼく、学校大好き。」 私にとっては何より嬉しい一言で

した。２３４人の子どもたち全員が、そんな風に思えるような学校

を目指して頑張ります！！ それが私の仕事ですから…。 

 

 

 

   

 

浜田市小学校陸上競技大会 
雨のため延期となった今年度の陸上大会が５月２５日（月）、

好天のもと開催されました。この日の大会を目指して、５・６年

生は約１ヶ月、練習を重ねてきました。【自分への挑戦】を合言

葉に、運動が得意な子も、そうでない子も、自分なりの目標にむ

かって、やらされる練習ではなく、自分からやる練習に取り組ん

できました。 

大会では、歯を食いしばり全力で競技に向かう姿、うまくいか

なくてもしっかりと前を向き最後まで頑張り通す姿など、輝く姿

がたくさん見られました。また、児童役員の仕事を担当した子ど

もたちも、しっかりとその責任を果たしてくれました。 

この大会を通して一番うれしかったことは、他校の先生方に周

布小学校全体を褒めていただいたことです。それは競技の結果で

はなく、挨拶と態度についてです。競技場に到着して朝のアップ

を始める前と大会が終わりバスに移動する際の挨拶の声と態度、

また競技中の応援テントでの態度（応援・観戦のめりはり、整列

など）が素晴らしかったのです。私も、遠くから見ていて、自分

の学校ながら全体のまとまり・マナーのよさを感じてはいました

が、第三者から評価していただけるほどの姿・態度だったのです。

これも、子どもたちが身に付けた力です。さらに言えば、これが

今の周布小学校、周布っ子の力だと思うのです。 

私は子どもたちを誇りに思います。本当に素晴らしい陸上競技

大会でした。 

  

 

 

                      

 

～大会後の感想～ 
  ○「自分の記録と戦う」を一番頑張った。他校の人たちと一緒に 

走り、その速さにびっくりした。 

  ○練習で決めた目標を達成することができました。みんな一人一人、

周布小を背負って行動することができていました。 

  ○どんな競技も全力で頑張っていた６年生を見てすごいなと思いま

した。来年の陸上大会に向けて、またたくさん練習したいです。

もっと本気で取り組むことを大切にします。 

 

     いいごあいさつの日 

今年度も、毎月１日と１５日 

を【いいごあいさつの日】とし 

て、学校前交差点であいさつ運 

動が行われています。昨年度か 

ら始まったこの取組ですが、今 

年度もたくさんの中学生ボラン 

ティアが参加してくれています。 

本校の卒業生だけでなく、長浜 

小・美川小の卒業生も参加し、取組が広がっています。まだまだ大

きなあいさつの声が響き合うとまではいきませんが、小学生と中

学生が手を振り合ったり、にこっと笑顔を交わし合ったりする姿

が見られ、心が温かくなります。 

【いいごあいさつの日】の取組が学校だけにとどまらず、家庭・ 

地域に広がり、挨拶と笑顔が溢れる校区になるのが私の願いです。

そんな校区になったら素敵ですよね。そんな校区で育つ子どもた

ちって、きっと幸せだと思うのです。挨拶と笑顔のキャッチボール

をして嫌な気持ちになる人はいません。まずは１日と１５日だけ

でもいい。できることを、できるところから一緒に始めましょう。 



 

５月２６日（火）、第１回学校運営協議会が開催されました。今

年度の本協議会のメンバーは下記の８名の皆様です。 

 

【会長】 吉賀 聖江 様 （周布まちづくりセンター長）  

【委員】 山根 志乃 様 （大麻まちづくりセンター主事） 

     岩永 由美 様 （主任児童委員） 

     中村みどり 様 （主任児童委員） 

     村井栄美子 様 （民生児童委員） 

     小川  豊 様 （人権擁護委員） 

     舩附 正敏 様 （元本校ＰＴＡ会長） 

     若井 大輔 様 （本校ＰＴＡ会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回目となった今回は、まず校長より今年度の学校経営方針

について説明し、その後、ワークショップ形式で【粘り強さ、最後

までやり抜く力を身に付けた子どもを目指して】をテーマとして、

何が大切か、どんなことができるかについて熟議しました。委員の

皆様からはたくさんのご意見をいただき、学校そして子どもたち

に対する期待と熱い想いを感じました。 

出された意見は、下の写真のように模造紙にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最後まで粘り強く、やり抜く周布っ子を目指して】 

 ★学校のなかよし班を活用 

  ・児童会のなかよし班を活用した創作活動 

  ・のぼり旗や横断幕などを作って、いいごあいさつの日 

に活用 

  ★茶っ友隊を活用 

   ・自信をつけるためにも、最後に感想発表の場を設ける 

   ・子どもの特技が発揮できるような活動を… 

  ★地域で 

   ・学校外での活動（神楽・スポ少・子ども会・地域行事） 

を目に見える形で紹介し、大人がしっかりと認める 

   ・地域における子どもたちの活躍の様子をまちづくりセ 

ンターから発信する ➡ 地域の皆様からの声を募集 

  ★保護者 

  ・しっかりと子どもを認める  

  ・最後まで頑張る子どもを見守る、励ます 

修学旅行に行きました！（６年生）

 

 

 

６月１１日（木）・１２日（金）、修学旅行に出かけました。広島

平和記念公園碑巡り、平和記念資料館見学、宮島での班別行動、八

天堂でのパン作り体験、そしてみろくの里でのお楽しみと、盛り沢

山の２日間でした。天候にも恵まれ、全員そろって２日間の旅行を

しっかり満喫することができました。 

訪れたそれぞれの場所での目的は違いましたが、どの場所にお

いても、出発前に私から出した合言葉【るくるく】（見る・聞く・

考える・動く）を意識した立派な姿で見学しました。学ぶ時は学ぶ、

楽しむ時は思いきり楽しむと、めりはりをつけながら、自分達で修

学旅行をつくりあげました。 

２日間をともにして、私が最も感心した６年生の素晴らしさは、

話を聞く態度と返事でした。多くの見学先で話を聞く場面がある

のですが、しっかりとメモをとったり、うなずきながら聞いたりす

ることができました。また、必ず気持ちのいい返事を返すこともで

きました。こういう習慣というのは一朝一夕にできるようになる

ものではありません。日頃の積み重ねの成果です。身に付けた力を

しっかりと発揮できる６年生は本当に立派でした。また、体調を崩

した仲間を心配し、思いやることのできる仲間意識の高さにも感

心しました。 

修学旅行はただ楽しむだけではなく、旅行の事前学習・準備から

事後のまとめ・振り返りまでを通して、何を学ぶか、どんな力を身

に付けるかが重要です。今回の旅行を通しての学びや成果を、今後

の学校生活に生かし、４６名の６年生が、周布小学校の最高学年と

してますます活躍してくれることを信じています。 

 

７月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

１日（水）いいごあいさつの日 クラブ 

２日（木）読み聞かせ   

２日（木）～３日（金）宿泊研修（５年） 

７日（火）ＳＣ来校 ふれあい集会 

８日（水）委員会  

９日（木）読み聞かせ 

１０日（金）ＰＴＡ評議員会 

１４日（火）西部合同学習（のびのび・すくすく・にこにこ・さんさん） 

１５日（水）安全の日・いいごあいさつの日 大掃除 

１６日（木）給食終了 

１７日（金）１学期終業式 

２１日（火）～２３日（木）個人懇談 

 ★７月は授業日数が少なく、時間的に余裕がないため、茶っ友隊は 

ありません。次回は９月に実施予定です。 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


